
令和６年度　地方創生関連交付金事業及び地域再生計画　効果検証結果

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 累計 評価

目標 0 1 2 3

実績 0 1 0 1

目標 2 1 0 3

実績 1 2 7 10

目標 0 2,100 4,500 6,600

実績 1,163 4,547 6,550 12,260

目標 2 1 1 4

実績 1 4 ー 5

目標 7,000 17,000 12,000 36,000

実績 9,000 14,965 ー 23,965

目標 1 3 2 6

実績 8 24 ー 32

目標 10,000 5,000 5,000 2,500 2,500 20,000

実績 38,000 16,000 ー ー ー 54,000

目標 200 200 200 100 100 600

実績 0 3,000 ー ー ー 3,000

目標 0 1 1 0 0 2

実績 0 1 ー ー ー 1

目標 0 15 15 15 7 52

実績 0 ー ー ー ー 0

目標 0 3 3 3 2 11

実績 0 ー ー ー ー 0

目標 0 200 200 200 100 700

実績 0 ー ー ー ー 0

目標 0 3 0 0 0 3

実績 0 ー ー ー ー 0

＜評価基準＞　５：100％以上達成　４：80%以上100％未満　３：60%以上80％未満　２：40%以上60％未満　１：40％未満

・経済性重視の一律の植林で

はなく、地域特性に応じた

ゾーニングや広葉樹導入が必

要であり、一方、収益性の乏

しい土地については自然回復

も検討すべき

②造林部門におけ

る売上額（千円）
2

③作業面積（ha） 5

2
持続可能な森づくり

を目指す造林事業
R5-R7

造林事業に必要な人材や資金を調達の上、村内の林業事業者の中

に造林部門の設立し、（一社）むらづくり新庄村が金融機関やコ

ンサルティング企業と当該事業者を引き合わせることにより、助

言等をもらいながら造林事業を開始する。

　造林事業開始後は、作業を請け負う中で従事する作業員を育成

し、コンサルティング企業から引き続き造林事業の助言をもらい

ながら体制を強化していき、作業面積や効率を向上させる。

　また、地域おこし協力隊制度を活用し、本事業で立ち上げる造

林部門において、作業員として従事する人材を確保する。

①新規林業従事者

数（人）

5

③新規就労者数

（人）
2

1

②商品開発数

（件）
5

5

・意見なし

③新商品の売上額

（千円）
5

3
共同乾燥施設整備事

業
R5-R9

新たなライスセンターの施設及び乾燥調製設備を整備し、その管

理を一般社団法人新庄村農業公社が行う。

ライスセンターを整備し、

　①村の農業公社によるJAを介さないヒメノモチの村内流通体制

を構

　　築することで、村内ヒメノモチ農家の所得向上を図る

　②販売元である道の駅等が、安定的かつ安価にヒメノモチを仕

入れ

　　ることで、ヒメノモチ加工品の生産量を伸ばし販売売上の増

額を

①ヒメノモチ製品

の販売売上額（増

加分）（千円）

1

ヒメノモチで伸ば

せ！雇用創出プロ

ジェクト

R4-R6

１　ヒメノモチ成長産業化事業に向けた基本計画策定事業

　ヒメノモチの村内での一元出荷及び需要に対する加工・販売体

制の強化を目標としてライスセンターや加工場の整備や、ヒメノ

モチの流通体制の見直しを行うこととしている。これに当たり、

今後の方向性や構想をまとめた基本計画を策定する。

２　村内資源を活用した新規商品開発事業

　ヒメノモチをはじめとする村内の資源を活用し、村内事業者主

導の下、村独自の新商品の開発、改良、販売促進を実施する。

①食品加工や商品

販売に関する村の

新規就労者数

（人）

5

・意見なし

②道の駅へのヒメ

ノモチの出荷量

（俵）

重要業績評価指標（KPI） 新庄村地方創生推進委員会

での意見

事業名

（地域再生計画）

事業(計画)

期間
事業概要・目的

・意見なし

1

①地域における農

林水産出荷額（増

加分）　（百万

円）
②村内農家のヒメ

ノモチ販売に係る

収入

（百万円）

1

道の駅の敷地内において、JAが所有していた共同乾燥施設の跡地

に、ヒメノモチの加工を行うヒメノモチ第３加工場を新たな整備

する。

整備した新たな加工場を

　①道の駅が主体となり、本村の共同乾燥施設で乾燥調製された

玄米

　　を買い入れ、ヒメノモチ加工品を製造し、道の駅で販売す

る。

　②第３加工場の衛生環境の管理を徹底することで製品の賞味期

限を

　　延ばし、販売が集中する年末に向けた計画的な生産と盤石な

供給

　　体制を確立する

ことで、ヒメノモチ農家の安定的な販売先の確保と販売価格の向

R5-R9
ヒメノモチ第３加工

場整備事業	
4

1
④新規就労者数

（人）

1
③ヒメノモチの加

工量（俵）


